
 

 

 

 

畜産クラスター事業 

について 

  

実施年度 市町名 整備内容 ページ番号 

平成 27,28,30 年度 高松市 搾乳牛舎、搾乳施設、育成牛舎、

堆肥調整保管庫 

１ 

平成 28 年度 高松市 

観音寺市 

繁殖・育成牛舎等 ４ 

平成 28 年度 綾川町 オリーブ夢豚肥育豚舎 ５ 

平成 28 年度 まんのう町 家畜排泄物処理施設補改修 ６ 

平成 28 年度 さぬき市 搾乳施設 ８ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

【事業内容】 

畜産農家を始めとする地域の関係者が連携し、作業の外部化や省力化、規模拡大等

により、体質強化を進めるため、地域で策定する畜産クラスター計画に位置づけられ

た中心的な経営体等が行う施設整備や機械導入などの競争力強化に向けた生産基盤

の構築や生産性向上等に向けた取組の実証調査等を支援。 

  

【支援メニュー】 

・地域的な規模拡大や分業体制の構築等、重点に推進すべき取組（重点化メニュ 

ー）に取り組む場合、実証調査、施設整備、機械導入等を一体的に支援 

・併せて、効果の早期発現、普及を図るため、支援を拡充 

 

【交付率】 

  施設整備、機械導入事業については１／２以内 

 



平成２７、２８、３０年度畜産競争力強化対策整備事業実績の概要 

市町名 地区名 事業主体 事業実施期間 

高松市 高松市 
香川地域高品質生乳生産協議会（取組主

体：有限会社 A） 

平成２７～２８、２８

～２９、３０年度 

事業計画の概要 

（課題） 

 県内の酪農業は産出額約５１億円の重要産業であり、生乳は、県民の健康保全の観点からも重要な品

目である。しかしながら農家の高齢化等により飼養戸数は年々減少しており、ここ 10 年で半減、飼養

頭数は３割減となっている。農家戸数の減少は今後も続く見込みであり、飼養頭数維持のためには、１

戸当たりの飼養頭数の増加が絶対条件となる。このような中、全国的な初妊牛価格の高騰や飼料の高止

まりもあり、経営が圧迫されていることから、酪農家が牛舎や搾乳施設の新設等に取り組むことは困難

となっている。また、畜産においては堆肥の処理の円滑化が必須となっていることから、近隣の耕種農

家との連携も課題の一つである。 

（事業内容） 

 ・有限会社 A が、搾乳牛牛舎、搾乳施設、育成牛舎を新設し、飼養頭数の拡大を図るとともに、生乳

の品質向上に取り組む。 

 ・また、同社が６次産業として経営するジェラート店における販売額を増加させる。 

 ・有限会社 A が堆肥調整保管庫を新設して良質堆肥を生産し、近隣耕種農家へ供給する。 

施設整備計画 

※添付書類：写真 （H30 年度事業は着工前のため写真なし） 

整備内容 施設面積 
事業費 

（円） 

交付金 

（円） 
事業の内容 

搾乳牛舎

（H27） 
3124 ㎡ 215,610,880 99,819,851 

搾乳牛舎 １棟 

搾乳施設

（H28） 
541.51 ㎡ 181,436,760 79,039,700 

搾乳施設 1 棟 

育成牛舎・堆

肥施設

（H30） 

①1613.7 ㎡ 

②1668.7 ㎡ 
333,999,721 144,728,000 

①育成牛舎 １棟 

②堆肥調整保管庫 １棟 

期待される効果の概要 

項 目 
２６年度 

（現状値） 

２９年度 

（実績） 

３２年度 

（目標値） 
概 要 

飼養頭数の増加 
120 頭 127 頭 250 頭 

（目標） 108％増 

（実績）  6％増 

生乳生産量の増加 
1,040 t 1,282 t 2,375 t 

（目標） 135％増 

（実績）  23％増 

体細胞数定期検査

異常値割合の減少 
7/36 0/36 2/36 

（目標） 71％削減 

（実績） 100%削減  



 

  

乳質ペナルティー

の回数の減少 
7/120 0/120 2/120 

（目標） 71%削減 

（実績） 100％削減 

ＷＣＳ作付け面積 0ａ 14.8ha 17ha （目標達成率） 87％ 

国産飼料作物利用 0 t 357 t 300 t （目標達成率） 119％ 

堆肥生産量 2000 t 2000 t 3500 t 
（目標） 75％増加 

（実績）  0％ 

堆肥利用農家 50 戸 50 戸 70 戸 
（目標） 40％増加 

（実績）  0％ 

搾乳機器 6 頭 10 頭 10 頭 
（目標） 67％増加 

（実績）  67％増加 

搾乳時間 4~5 時間 4~5 時間 2 時間 
（目標） 50～60％削減 

（実績） 0%削減 



平成２８年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（施設整備事業）の概要 

市町名 地区名 事業主体 事業実施期間 

高松市 

観音寺市 

観音寺市 

高松市牟礼町 

観音寺市 

観音寺市 

讃岐牛・オリーブ牛振興会（取組

主体：B 株式会社、C 株式会社、

D 農場） 

平成 28～29 年度 

事業計画の概要 

（課題） 

県内の肉用牛経営は産出額５９億円の重要産業であり、近年では、県内ブランドである「オリーブ牛」

がその品質について国内のみならず海外でも高く評価されている。ここ 10 年の状況をみると農家の高

齢化等により飼養戸数は４割減となっているが、飼養頭数については、農家の大規模化により大きな減

少はない。しかしながら、今後も農家の減少は続く見込みであるとともに、全国的な子牛価格の高騰や

飼料の高止まり、ＴＰＰの影響による海外産の安い牛肉との競合への不安等、経営状況は厳しくなるこ

とが懸念される。 

これらに対抗するためにも、県は「オリーブ牛」の更なるブランド化・高付加価値化に尽力するとと

もに、生産者においては、１戸当たりの飼養頭数を増加することで、オリーブ牛の生産頭数を確保する

ことが必要である。 

 

（事業内容） 

以下の計画通り、B 株式会社が繁殖・育成牛舎、哺育牛舎を、C 株式会社が繁殖牛舎、D 農場が肥育

牛舎を整備し、オリーブ牛生産頭数の増加を目指す。平成 32 年度には県内全域でオリーブ牛出荷頭数

3,000 頭を目標とする。 

施設整備計画 

整備内容 
施設面積

（㎡） 

事業費 

（円） 

交付金 

（円） 
事業の内容 

①繁殖 ･育成牛

舎、哺育牛舎 

②繁殖牛舎 

③肥育牛舎 

①576 ㎡×3 棟 

①684 ㎡×2 棟 

①180 ㎡×3 棟 

①448 ㎡×1 棟 

②365.19 ㎡、

260.85 ㎡ 

②344.19 ㎡、

245.85 ㎡ 

②130.12 ㎡、

122.12 ㎡ 

③483 ㎡ 

①114,372,000 

 

 

 

②72,468,000 

 

 

 

 

 

③28,384,000 

52,950,000 

 

 

 

33,550,000 

 

 

 

 

 

10,206,250 

①B 株式会社：繁殖・育成牛舎 

哺育牛舎おがくず保管庫 

 

 

②C 株式会社：繁殖牛舎、分娩

哺育牛舎、飼料調整保管施設 

 

 

 

 

③D 農場：肥育牛舎 

期待される効果の概要 

項 目 
２７年度（現状

値） 

３２年度（目標

値） 
概 要 

繁殖雌牛の増頭 198 頭 410 頭 飼養頭数 107％増 

オリーブ牛出荷頭数の増 310 頭 504 頭 出荷頭数 62％増 



平成 28 年畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（施設整備事業）の概

要 

市町名 地区名 事業主体 事業実施期間 

綾川町 

(綾歌郡) 

綾川町 

西分地区 

オリーブ豚クラスター振興会

（取組主体：有限会社 E） 
平成２８～２９年度 

事業計画の概要 

（課題） 

本県では、農業・農村基本計画において、消費者ニーズに即した魅力ある農産物の生産・流通・販売、

による農業の成長産業化に向けて、マーケットインの発想による消費者ニーズに即した魅力ある農産物

の生産・流通・販売の一体となった取組みを推進し、ブランド力の一層の強化を図り、攻める農業を展

開している。 

 県内では、オリーブ牛の人気の高まりから、オリーブを活用した県産豚肉を期待する消費者サイドの

声が高まり、平成 25 年度から、県内の生産者、豚肉流通業者及び研究機関が連携し取組を開始した。 

平成 27 年４月、県内豚肉生産・流通・販売関係業者、県行政、畜産関係団体から成る「オリーブ豚

振興会」を設立し、県内３農場が生産を開始し、同年７月から「オリーブ夢豚」「オリーブ豚」の販売が

開始された。 

この新たなブランド豚は、平成 27 年度 6,586 頭生産しているが、評価が高く需要に供給が追いつい

ていない。特に、県内大手スーパーは 139 店全店で取扱いを要望しているが 17 店舗止まりである。ま

た、県内外ホテルや百貨店も短期フェアだけでなく常時取扱を要望しているが、こちらも対応できてい

ない。 

（事業内容） 

この旺盛な需要の時期を逃さず増頭をすすめるため、平成 28 年度に有限会社 E で肥育舎を整備し、

新たに「オリーブ夢豚」の生産を開始し、平成 32 年度には 3,000 頭生産する。県内４農場で「オリー

ブ夢豚」「オリーブ豚」生産頭数を平成 27 年度の 6,586 頭に対し、32 年度には 16,000 頭とする。 

施設整備（平成 29年度整備済） 

整備内容 施設面積（㎡） 
事業費 

（円） 

補助金 

（円） 
事業の内容 

オリーブ夢豚肥育

豚舎 

・18m×8m×12 棟

＝計 1,728 ㎡ 

・資材置場 288 ㎡ 

合計 2,016 ㎡ 

70,200,000 32,500,000 

・ハウス豚舎（発酵床 80 頭飼

育）12 棟、資材置場 1 棟 

・自動給餌機、ファン、細霧装

置等付帯 

期待される効果の概要 

項 目 ２７年度（現状値） ３２年度（目標値） 概 要 

「オリーブ夢豚」「オリーブ豚」の

生産増 
6,586 頭 16,000 頭 生産頭数を約 2.5 倍増 

耕畜連携による堆肥供給農家戸数 260 戸 320 戸 堆肥供給農家を約 20％増 



平成２８年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（施設整備事業）の概要 

市町名 地区名 事業主体 事業実施期間 

まんのう町 まんのう町 

まんのう町畜産クラスター協議会 

（取組主体：①有限会社 F、②有

限会社 G） 

平成 28 年度 

事業計画の概要 

（課題） 

県内の農業産出額は肉用牛が５９億円、乳用牛が５１億円であり、さらに肉用牛については「オリー

ブ牛」等のブランド化、乳用牛は肉用牛の素牛供給に貢献するとともに生乳は県民の健康保全に寄与し

ているなど県内における重要な産業となっている。 

一方で、農家の後継者不足等による飼養戸数の減少や肉用素牛価格の高騰等により、今後の畜産生産

基盤の弱体化が懸念される。 そのため、農家一戸あたりの飼養頭数の増加や地域内一貫生産による素

牛安定供給体制の整備等を進める必要がある。 

加えて、畜産業においては堆肥処理の円滑化が必須となっていることから、近隣の耕種農家との連携

も課題のひとつである 

 

（事業内容） 

・まんのう町内の酪農家において、規模拡大や乳質改善、和牛受精卵等を活用した素牛の供給等を行う。 

・まんのう町内の肉用牛農家において、「オリーブ牛」や「まんのうひまわり牛」の生産拡大を図る。 

・有限会社 Fおよび有限会社 Gにおいて、堆肥舎を整備して飼養頭数増加に伴う牛糞堆肥増加に対応す

るとともに、高品質な堆肥を効率よく生産する。 

 

施設整備計画 

整備内容 仕様･規格等 
事業費 

（円） 

交付金 

（円） 
事業の内容 

①家畜排泄物

処理施設補改

修 

②家畜排泄物

処理施設補改

修 

①1軸スクリュ

ー式攪拌装置

（１基） 

②１軸スクリ

ュー式攪拌装

置（２基） 

①23,008,320 

 

 

②41,594,040 

①10,652,000 

 

 

②19,256,500 

①既存堆肥舎に走行レール等を設

置し、攪拌装置を設置 

 

②既存堆肥舎に走行レール等を設

置し、攪拌装置を設置 

期待される効果の概要 

項 目 
２７年度 

（現状値） 

２９年度 

（実績） 

３０年度 

（目標） 
概 要 

飼養頭数の増加 500 頭 534 頭 665 頭 

搾乳牛頭数 

（目標） 33％増加 

（実績） 9％増加 

飼養頭数の増加 3,800 頭 4,050 頭 4000 頭 

肥育牛頭数 

（目標） 5％増加 

（実績） ７％増加 

飼養頭数の増加 200 頭 300 頭 400 頭 

まんのうひまわり牛生産頭数 

（目標） 100％増加 

（実績） 50％増加 



自給飼料利用の拡大 20ha 28.6ha 30ha 

飼料作物栽培面積 

（目標） 50％増加 

（実績） 43％増加 

耕畜連携の強化 500ｔ 1300ｔ 1500ｔ 

堆肥散布量 

（目標） 200％増加 

（実績） 160％増加 

耕畜連携の強化 13ha 20ha 25ha 

ひまわり栽培面積 

（目標） 92％増加 

（実績） 53％増加 

耕畜連携の強化 3,255 千円 2,215 千円 8,850 千円 

ひまわり関連商品売上額  

（目標） 172％増加 

（実績） 32％減少 



平成２８年度畜産競争力強化対策整備事業実績の概要 

市町名 地区名 事業主体 事業実施期間 

さぬき市 さぬき市 
さぬき市 WCS 活用酪農協議会

（取組主体：H 氏） 
平成 28 年度 

事業計画の概要 

（課題） 

 県内の酪農業の生産額は５１億円であり、また、生乳は県民の健康保全の観点からも重要な品目で

ある。しかしながら農家の高齢化や後継者不足により飼養戸数は年々減少しており、減少は今後も続

く見込みである。このような中、飼養頭数や生乳生産量維持のためには、１戸当たりの飼養頭数の増

加が必要だが、現状では頭数減少分を吸収できるだけの施設や労力が不足している。 

また、購入飼料価格の高止まりに対応するため、WCS 等の自給飼料自給率を高める必要があるが、

専用機械が不足しているため思うように作付け拡大ができていない。 

加えて、畜産においては堆肥の処理の円滑化が必須となっていることから、近隣の耕種農家との連

携も課題の一つである。 

（事業内容） 

 ・搾乳作業や堆肥生産の効率化を通じて規模拡大を図るモデル的な酪農経営を育成し、飼養頭数の

下支えをするとともに波及効果により地域の酪農家の活性化を図る。 

 ・H 氏の牧場において、新たなミルキングパーラーを導入することにより適切な飼育管理と労働負

担軽減を図る。 

施設整備計画 

整備内容 仕様・規格 
事業費 

（円） 

交付金 

（円） 
事業の内容 

搾乳施設 
10 頭ダブル 

パラレル 
45,662,400 21,140,000 

搾乳施設 1 棟 

期待される効果の概要 

項 目 
２７年度 

（現状値） 

２９年度 

（実績） 

３２年度 

（目標値） 
概 要 

飼養規模の拡大 

110 頭 220 頭 220 頭 

乳用牛の飼養頭数 

（目標） 100％増加 

（実績） 100％増加 

生乳生産量の増加 

3t/日 5.8t/日 6t/日 

生乳生産量 

（目標） 100％増加 

（実績） 93％増加 

搾乳作業に係る労力

の軽減 6 時間/回 2.5 時間/回 3 時間/回 

一回あたりの搾乳時間 

（目標） 50％削減 

（実績） 58％削減 

自給飼料利用の拡大 1.5% 3.3% 1.7% 

飼料自給率（H 氏） 

（目標） 13％増加 

（実績） 120％増加 



 

 

耕畜連携による農地

の有効利用 
4.5ha 12.3ha 8.5ha 

WCS 用稲供給面積 

（目標） 89％増加 

（実績） 173％減少 


